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Mipox 会社概要

会 社 名 Mipox(マイポックス)株式会社
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創 業 大正14年(1925)年11月21日

設立 昭和16年(1941)年12月12日
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従 業 員 数 615名（2022年5月）グローバル連結

本店 〒409-1501 山梨県北杜市大泉町西井出8566（北杜事業所）
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事業内容

製品・サービス

塗る
Coating

切る
Slitting

磨く
Polishing

観る
Observation

Base Technology 「塗る」 「切る」 「磨く」 「観る」技術をコアにした事業を展開

Mipoxの基礎となる自社製品の製品事業、その技術を生かした受託事業の2本柱で構成

製品事業
ハイテク関連

一般研磨関連

研磨フィルム 液体研磨剤 研磨関連製品 研磨布紙製品 研磨砥石製品

研磨周辺機器 再帰性反射材
(Ref Lite)

ヤスリ製品検査装置

研磨材を開発・製造して、販売。
超精密研磨から一般研磨、装置や反射材など世界中の幅広い
用途で当社製品を提供。

受託研磨加工
半導体用途を中心に、材料をお客様よりお預かりし、当社が保
有する設備（研磨装置、洗浄機、検査装置）と弊社独自の
研磨材を用いて、お客様の要望に沿った研磨加工を提供。

受託塗布・スリット
お客様の基材(フィルム等)や塗料材をお預かりし、当社が保有
する設備（調合、コーティング、スリット）を用いてフィルム化。

受託事業 受託研磨加工

受託塗布・スリット

塗布製品 研磨加工 スリット加工 常温接合加工 検査



Future Of Mipox 次世代半導体プロジェクト
Mipoxのインキュベーション組織として新たな製品・サービス・価値の創造を目指して発足した部署

世界最高レベルの転位可視化

技術により、非破壊・高速高

精度・ローコストで結晶内部

の転位の可視化を実現

可視光偏光
技術

リアルタイム
位相演算処理

独自の 結晶成長その場観察装置の研究開発で博士号を取得後、半導

体結晶成長研究に従事。

2018年Mipox株式会社に入社。半導体結晶内部欠陥の評価

装置の開発に着手する。当初は単独での研究を進めていたが

現在は名古屋大学等との共同研究を積極的に行うことで装置

の開発を加速させている。

村山健太

次世代半導体プロジェクト

加工評価グループ 評価開発グループ
Kenta Murayama

評価開発グループ

マネージャー

博士（理学）

SiC大口径ウェーハの

量産加工技術開発

結晶欠損の評価

検査技術＆装置開発

SiCウエハの新しい量産技術の確立を
目指した大型共同研究を開始



現在取り組んでいる共同研究
21年より官民による若手研究者発掘支援事業の支援を受け東海国立大学機構名古屋大学原田俊太准教授と
「半導体製造の生産性を向上させるキラー欠陥自動検査システムの開発」について共同研究を実施中

装置の機能向上にむけて来年度も共同研究を継続予定 プレスリリース

・半導体基板の飛躍的な生産性向上に寄与し、将来的に日本のパワー半導体製造の標準装備となることを期待
→シリコンカーバイド（SiC）を始めとする半導体基板中の欠陥を非破壊で自動的に検出するシステムを開発

転位カウントシステムとヒートマップ表示機能を実装した SiC結晶転位高感度可視化装置「XS-1 Sirius」 転位カウントシステムによる貫通転位の抽出の様子と4インチSiCウェハに含まれる欠陥の分布

開発した機能を当社製品であるSiC結晶転位高感度可視化装置「XS-1 Sirius」に実装

https://product.mipox.co.jp/product_info/20220630.html

半導体ウエハー面内の転位分布・ひずみ分布の可視化に成功



若サポ支援

共同研究
フェーズ

どのようにして研究者とマッチングしたか

Mipoxの場合、はじめに半導体欠陥検査装置を開発したいという強い目標（課題）があった

キラー欠陥の検査手法の実現
という目標が一致

半導体検査装置を開発する
枠組が完成

共同研究でお互いに
得られる成果・
メリットの検討

共同研究を加速する
ような人材の紹介

古巣の先生と共同研究
の相談を開始

関連する学会で
情報収集・意見交換

大学で半導体結晶
成長・観察装置の
研究をしていた村
山が入社

並行して行う・相互作用

• 課題がはっきりしていたため、分野を絞った学会で多数の人と話しても無駄なく人脈の探索ができた

• 最終的には古巣の先生を代表として共同研究を行うことになったが、学会で新しい人と話す、先生の
紹介で学会の現場で新しい話を聞くことで、研究の枠組みがどんどん具体化していった



共同研究が強化された経緯

大学側でもよりリソースを
投入することができ
研究開発が加速

研究テーマが若サポ
共同研究フェーズに採択

社内の小さな予算
規模で共同研究を
開始

Mipox社内で共同研究
の取り組みへの評価
が向上

共同研究へリソース
投入を積極的に行う
プラスの方向に意識
が変わりつつある

Turning  point

現在に至るまでの課題・好影響について説明致します

当初は共同研究の規模は小さく、徐々に成長していった



共同研究を推進していく上で立ちはだかった課題
社内で共同研究の重要性が理解されるまでには時間が必要な場合もある

Mipoxは歴史の長いメーカーであるため、これまでは自社単独開発が強力な手段だった

そのため…大学と共同研究をして何かを成し遂げるという文化が醸成されていなかった

当社以外でも中小規模の企業だと…

• アカデミック先導だと製品として実装するまでなかなか繋がらないのでは？という誤解

• ノウハウを所持している自社単独で行ったほうが開発が早いのでは？という認識などが

根強く、なかなか十分な共同研究開発費用の捻出が難しいという話は多い

社内の研究者も大きな予算規模を確保することに対してハードルを感じていた



課題の解決

必要な予算規模を確保するためには実績が重要であるが、研究開発初期にはどうしても実績
が少ない →若サポ事業・共同研究フェーズを活用することで社内外にプレゼンスを示して共同研究の重要性を理解してもらう

企業にとって有意義な枠組み・結果であることをアウトプットすることが重要

研究計画と同じくらい重要なのがアウトプットを公開する

ことで得られるものを考えながら研究開発に取り組むこと

プレスリリースなどは会社のイメージの向上にも貢献する

ため、研究そのものとは別の価値がある

共同研究成果のアウトプットで社外（市場）での会社の知名度が上がる、

社内での社員のモチベーションが上がる

→会社も共同研究の予算規模を増やすことに大きなメリットを感じる

社内SNSでも社員に成果を伝える
会社が最先端の研究開発を行い成果が世界に認められていることがわかり、社員が自社の新しい可能性に気づく



産学連携による社内への好影響

X=掛け算&Experience&Transformation

外部とコミュニケーションを取って研究開発を行うことが会社として重要な取り組みであると認められ研究が加速

関係性を“Ｘ”（掛け算）し関わりを作っていこうという方針が示される



今後の共同研究についての方針・狙い

本共同研究が有意義な枠組み・結果であることを社内外にアウトプットする

ことを念頭に置きながら研究を加速していく

半導体基板やパワーデバイスの飛躍的な生産性向上に寄与していく

シミュレーションと機械学習を主に大学で、機械装置の部分を企業で、それ

ぞれが得意な部分に注力することで半導体基板中の転位の種類や位置を非破

壊で自動的に検出するシステム、およびデバイスの歩留り低下をもたらすキ

ラー欠陥を特定するシステムを開発していく



若サポ事業(NEDOの産学連携推進事業)に対して

• Mipoxのような規模の会社の場合には「共同研究フェーズ」のような助成金
は非常に有効

• 共同研究が加速するようにNEDOが“会社と大学の取り組み”に対して支援し
てくれている、という事実は単なる助成金の補助以上に社内に良い影響を
与えてくれるので、とてもありがたい

• 「最近社内の研究開発のモチベーションが低下しているな」と感じるよう
な会社にはとても良いカンフル剤となる


